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千葉県における冷却塔冷却水からの上eg加e伽の分離  
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ls0lation ofL／egionellaSpeciesfrom C001ing Tower  
Waterin Chiba Prefecture  

KenjiKOIWAI，KenjiTAKAGI，KazunoriKISHIDA  
KenichiSANBE and Hirohisa YAZAKI  

b。ffer（pH2．2）1．OmCt混合し，室温で10分間醸処理  

を行った。他の1本は500cで20分間加熱処理したc処理  

後の試料0．1mゼをそれぞれWYO培地（栄研化学）に塗抗  

350Cで3～10日間培養した。   

2）同定検査   

WYO培地に発育した白色，正円形の集落をB－CYE  

培地および血液寒天培地に塗抹し，B－CYE培地にの  

み発育したグラム陰性の梓菌について，オキシダーゼ，  

カタラーゼ，B－CYE培地上での蛍光，硝酸塩還元能，  

ウレアーゼ，ゼラチン液化試験，ラククマーゼおよび馬  

尿酸加水分解試験の性状検査を行った。その結果，エeg一  

～oJleJJαを同定した。   

エeg～0花eJJαと同定された菌株については．レジオネ  

ラ免疫血清（デンカ生研）を用いて型別を行った。   

3）薬剤感受性試験   

分離したエeg～071e′Jαのうち，季節および各冷釦塔を  

代表する16株について，微生物検査必携2）に準拠して，  

寒天平板希釈法によりMICを測定した。測定用培地はB－  

CYE培地を，また．薬剤はChloramphenic01（CP）．  

Kanamycin（KM）．Ampici11in（AP），Erythrom，  

ycin（EM），Rifampicin（RFP）およびCephalori－  

dine（CER）を用いた。  

Ⅲ 成績  

1．エegごoJleJ～αの検出状況   

冷却水および河川水からのエeg∠0几e′Jαの検出状況を  

表1に示す。冷去口水では34検体中31検体（8楓 91．2％）  

からと，非常に高率に⊥eggo托eJJαが検出された。－一方，  

河川水からの分離はみられなかった。   

図1－1，1－2およぴ1－3は，冷却塔A，B，C  

のエeg∠oJleJJαの菌数．水温およぴpHを示したものであ  

る。いずれの冷却水でも，冬季，夏季を問わず調査期間  

Ⅰ はじめに  

■■  
ここ数年，水冷式冷房装置（以下冷郎塔と略）の冷却  

水中に生育するL．egionellaが，Legione11a症の原因菌  

として注目されている。   

日本での本感染症は．1981年に斉藤ら1）が初めて報告  

し，それ以降，数多くの散発例が確認されている。しか  

し，千葉県内では現在まで患者発生の報告はない。   

今回，本感染症の発生の動向をうかがう目的で，県内  

の冷却塔冷却水のエeggo几eJJαの汚染状況について調査  

を行った。  

Ⅱ 調査方法  

1．調査期間および対象   

冷去口水の調査は，1987年12月から1988年8月まで毎月  

1回，千葉市および船橋市の冷去口塔A，臥 C3基につ  

いて行った（延べ27検体）。また，千葉市内の他の1基  
′－  

ついては，1988年6月と8月に計7検体を検査した。  

河ノーl水は千葉市と市川市の河川を対象とし，1988年8月  

に6検体を調査した。なお，すべての検体について，  

エegど0花egJαの検査の他 水温，PH，一般生菌数の測定  

も併せて行った。   

2．検査方法  

1）分離方法   

検水400mβを遠心分離（40c，7000rpm．，30分間）  

後，上澄水を静かに捨て，残量を4～10mゼとし，この上  

澄水に沈澱物を再懸濁させ検査試料とした。検査試料を  

2本の試験管に1．OmPづっとり，1本は0．2M KCI－HCI  

1）千葉県衛生研究所  

2）伯保健所   

（1988年9月30日受理）  
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菱j・冷却水および河川水からのエeg∠0花eJ∠α検出状況  

冷 却 水  河 川 水  
（log／100mg）  採水年月 検体数・山都0花eJ∠α検体数 エeg血eJJα  

陽 性 数  陽 性 数  

’87．12  3  3  

’88．1  3  3  

2   3  3  

3   3  3  

4   3  3  

5   3  3  

6   6  5  

7   3  3  

8   7  5  
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6  0  

合  計   34  31（91．2％）6  0  

申すべて本菌が陽性であり，その菌数は100mゼ当り101～  

104であった。一般生菌数は，冷去口塔Aは100～10ソmg，  

Bほ101～103／mP，Cは102－105／mAであったc   

菌分離の処理方法によるエeg～0／1e侮の菌数を比較す  

ると，酸処理の方が若干菌数が高い傾向であった。加熱  

処理の場合，発育したカビによってエegわ几eJgαの菌数  

測定が困難なことがあった。   

2．分離菌株の生物学的性状   

分離された84株の生物学的性状を表2に示した。すべ  

てエeg加e〃αp几e㍑mOp九gJα（エ・p托e昆mOpんgJα）  

87．12．88．1 2 3 4 5 6 7 8（月）  

図1－2 冷却水中のエeggo几e此の消長（冷却塔B）  
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87．12 88．1 2  3  4  5  6  7  8（fl）   

図1－3 冷却水中のエegわ花eg′αの消長（冷却塔C）   

の性状と一致した。ただし，オキシダーゼ反応は市販の  

ろ紙を用いた検査では，ほとんどの株が陰性と判定され  

た。また，Kovacの試験管法でも約20％が陽性となっ  

たのみであった。  

エ．p几e昆mOpんよJαと同定された菌株について血清型  

別を行ったところ，C冷去口塔で分離された32株がserog－  

roup4であったが，他はすべてser。grOuPlであった。  

87．12，88．1 2  3  4  5  6  7  8（Jj）   

図1－1冷却水中のエeg～071eJgαの消長（冷釦塔A）  
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3．薬剤感受性試験   

薬剤感受性試験はエ．p花e昆mOp九よ～α16株について行っ  

た。いづれの薬剤にも感受性であったが，特に，Rlfa－  

mpicinが強い抗菌力を示した（図2）。  

表2．分離菌株の生物学的性状  

一方，Legionella症の原因菌であるLJegioTlellaの生  

態についても調査3・4）がなされ，冷却水中の本菌はLeglO－  

nella症の最も重要な感染源の一つといわれている。   

今回の調査で，千葉県内の冷却水にも100mゼ当り101～  

10個の本菌が存在していることが確認された。冷却水  

申にエeg～0几eg～eがどの程度以上存在すると危険性を伴  

うかはまだ明らかではないが，少なくとも数10個以下／  

100mゼに保持することがよいといわれている㌔ そのよう  

な観点からみれば，A∴B，Cの3基の冷却塔は速やか  

に除菌を図る必要があろう。   

今回検出された菌株は，すべてエ．p几e昆mOpん∠gαと  

同定された。SerOgrOuP別では62％（52／84）がserog－  

roupl，38％（32／84）がserogroup4であった。こ  

れはFliermansら6）あるいは伊藤4）の報告とよく一致し  

ていた。また，各冷却塔とも冷郎水中のエegよom汀kの  

除菌をしなければ，毎月同じserogroupの菌が分離さ  

れる傾向であった。   

河川水からの本菌の検出も試みたが，まったく分離さ  

れなかった。このことは，被検検体数が少ないことも一  

因であるが，較処理あるいは加熱処理を行っても雑菌の  

抑制が十分でないため，培養の初期にWYO培地に雑菌  

が多数発育し，生育の遅い本菌の分離培養ができないこ  

とが大きな要因と思われる。冷却水を検体とした場合も，  

カビ等の発育によりエegご0几egJαの分離が困難なことが  

あったが，河川水あるいは土壌からの本菌の分離には，  

検体の前処理あるいは選択分離培地の改良が必須と考え  

られる。   

エeg～0几eJJαは現在24菌種が知られているが．そのす  

べての菌種が病原菌であるかは不明である。さらに，発  

症菌量等も明確でないため，冷却水からエeg～oJleggαが  

分離された場合の対応が非常に難しいのが現状である。  

しかしながら，環境分離株の中には，強い病原性のある  

株の存在が確認47）されており，Legionella症の発症を  

予防するという立場から，とりあえずは冷去け水中のムeg－  

∫0几egJαの菌数を．前述したように100mゼ当り数10個以下  

にするように清掃，除菌を行っていくことが必要と思わ  

れる。  

Ⅴ まとめ  

1987年12月から1988年8月まで，千葉県内の冷却塔冷  

去口水および河川水からのエeg～0几eJgαの分離を試みた。   

その結果，冷却水の91．2％（31／ノ34）からエeg∠0れeJgα  

を検出した。しかし，河川水からの分離はみられなかっ  

た。分離されたエeg∠0几eJJα84株はすべてエ．即e〟mOクー  

性  状  エ．p几eumOpん～gα（84株） ＋％  

グラム染色  陰性  100  

形態  梓菌  100  

BCYE寒天発育性  ＋  100  

血液寒天発育性  
オキシダーゼ  

0  
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図2．エ．p花e昆mOpん～Jα（16株）  

の各種抗生剤に対する感受性  

Ⅳ 考察  

エegご0rteJJαが世界的に注目されたのは，本菌が1976  

年にPhiladelphiaで発生した在郷軍人病の原因菌とし  

て知られてからである。それ以後，わが国においても精  

力的に捜査が行われ、1981年に初めてLegionella症の  

報告1）がなされた。  
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んよgαで，その菌数は冷却水100mβ当り101～104であった。   

L．pTleumOPhilaのserogroupは，1が62％（52／  

84），4が38％（32／84）であった。  

16株について薬剤感受性試験を行ったところ，いづれ  

の薬剤にも感受性であった。  

稿を終えるに当たり，ムegJo托eg／αの同定を快くお受  

けくださった岐阜大学医学部薮内英子先生，山本啓之先  

生に深謝します。また，採水にご協力いただいた方々，  

化学検査にご協力いただいた当所先活環境研究室の皆様  

に感謝します。  
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